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第4次美咲町振興計画の策定

行財政改革

令和８年度の重点施策

教育振興基本計画

　令和８年は、昨年の合併２０周年をステップに次の１０年である「みさき新時代」に向けて、　令和８年は、昨年の合併２０周年をステップに次の１０年である「みさき新時代」に向けて、
新たな一歩を踏み出す年であり、町政の羅針盤である第4次美咲町振興計画や町の教育方新たな一歩を踏み出す年であり、町政の羅針盤である第4次美咲町振興計画や町の教育方
針を定めた第四次美咲町教育振興基本計画をスタートさせます。針を定めた第四次美咲町教育振興基本計画をスタートさせます。

　「若者・夢みらい会議」などの意見も
踏まえ、新たな振興計画では子どもの
出生数の減少を重く受け止め、子ども
に優しいまちづくりを最優先課題とす
る。

　これまでの生涯学習・生涯スポーツ・
教育の各分野の計画を一つにまとめ、
基本理念に「だれもがウェルビーイング 
郷土を愛する美咲の人づくり」を掲げ
る。

　筋肉質な財政構造の構築、柔軟に変
更できる行政組織の構築、そして住民
主体の地域自治の確立を三本柱に、行
革大綱の根幹をなす「賢く収縮する」の
理念を引き継ぐ。  

　雇用の場を確保するための産業団地
の整備や、旭学園・柵原学園を生かし
た住宅団地の整備に着手する。若者に
選ばれるまち、持続可能なまちづくりの
実現を目指す。

青野青野町長町長  施政方針施政方針
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物価高騰対策

ホームページのリニューアル

　物価高騰の影響を受けている人
の負担が少しでも和らぐよう、物価
高騰対応重点支援地方創生臨時交
付金を活用し、子育て世代、農業
者、商工業者への支援を行う。

　「みさき新時代」を踏まえ、約１０
年ぶりに公式ホームページをリニュ
ーアルした。スマートフォンからの
閲覧を意識するなど、利用者の利便
性を重視した。

旭川ダム再生事業物価高騰対応重点支援交付金事業

板垣正寿 議員

国への要望に当たっては地元住
民と検討委員会を設けるとして
いるが、いつごろの予定か。

これからの旭地域を担う若い人
たちにも参加してもらう仕組み
を構築し、令和８年度の早い段階
での立ち上げを考えている。

答

保育園給食支援事業について、3歳
以上の幼児に対しお米代を支援する
としているが、どのように支給され
るのか。
保育園では3歳児から給食のお米代
として1カ月当たり７００円を保護者
が負担しているが、令和８年度におい
ては1年間町が負担する。

答

問問

子育て支援

藤井智江 議員

妊婦特別定額給付金事業
は継続事業として想定し
ているか。

現時点においては令和８
年度の単年度事業と考え
ている。

答

問

施政方針に対する質疑

こども家庭センターの設置

関係人口の創出

　母子保健と児童福祉の一体的な
相談支援拠点として、新たに「こども
家庭センター たんぽぽ」を健康推進
課内に設置し、子どもや家庭に関す
る相談支援体制を一層強化する。

　ビジネス創造施設 LiSHとの共創
により美咲町を全国に発信するとと
もに、地域課題の解決や資源の有効
活用に向けた企業とのマッチング
や、企業版ふるさと納税につなげる。

子育て支援

旭川ダム再生事業

　妊婦特別定額給付金事業、無痛
分娩費用助成事業、妊婦に対する交
通費・宿泊費助成事業、不妊・不育
症治療費助成事業などを実施し、母
子保健施策の充実に努める。

　国は、現在の旭川ダムの下流に新
しくダムを直轄事業で建設する計
画を公表した。この事業を契機とし
て、地域と一体となって旭地域の未
来像を描き、国へ要望していく。
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令和8年度
当初予算案
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予算特別委員会からの報告
予算特別委員会は、新年度で執行される予算が適正なものであるかを確認するため、全ての課が所管する
予算について審査を担当しています。
委員長／矢吹一郎　副委員長／三船博之　ほか全議員を委員とする13人で審査しています。

予算特別委員会では、決算審査で指摘した内容が「新年度
予算に反映されているか」という視点で審査を行いました。

⃝9月定例会：前年度決算を審議・認定

⃝議会の指摘・意見のとりまとめ
⃝新年度予算などへの要望書を提出

⃝3月定例会：新年度予算案を審議・承認

健全財政の堅持

岡山中央総合情報
公社

産業団地整備

こども家庭センター

旭川ダム再生事業

ふるさと納税

　令和８年度中に公社収益が４０％削
減される。事業規模に見合った公社
運営を行うためには組織のスリム化
が必要であり、筋肉質な財政運営を
求める。

　母子保健と児童福祉の一体的な
相談支援を図る「こども家庭センタ
ーたんぽぽ」を健康推進課内に設置
するが、こども笑顔課との密接な連
携および支援体制の整備を求める。

　納税額が倍増しており、小規模多
機能自治を核とするまちづくりの関
心の高さを感じるが、一般会計の財
源にすることは、歳入の不確実性を
生む。有効かつ慎重な運用を求める。

意見

意見

意見

意見

意見

意見

意見

意見

意見

賃貸集合住宅 補助金の運用 高齢者福祉施設の
状況

全体総括意見を付す！
本会議での委員長報告において指摘した特に付しておくべき意見は以下の通りです。

　町債発行額が、当初予算ベースで
令和８年度は２億円減の６億円となっ
ている。町民に財政状況の理解を求
めるとともに計画的な繰上償還によ
り健全財政に努めること。

　産業団地整備は、周辺の公共工事
に合わせ、有利な資材活用などを念
頭に国や県への連携を働きかけ、ス
ピーディな事業の推進を図り、町に
とって有益な企業の誘致を求める。

　令和７年４月に公表された旭川ダ
ム再生事業に関して、関連した地域
での意見要望を広く収集し、地元地
域の活性化に資するよう積極的な国
への働きかけを求める。

　計画中の住宅分譲団地整備ととも
に新たに若者に選ばれるまちづくり、
定住政策の一環として、民間の活力
を利用した安価な家賃で居住できる
集合住宅整備の調査研究を求める。

　補助金の交付は条例に基づき、公
平かつ透明性のある運用を進め、交
付条件や審査基準の厳守と、さらな
る事業効果の検証により、財源をより
有効に活用することを求める。

　高齢者福祉施設は、経営状況が厳
しい中運営されている。将来を見通
した情報収集、経営改善による健全
運営に努めるとともに、国に対する
抜本的な制度改正の要望を求める。
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予算審査 私の意見！

以上のような審議を経て、美咲町議会は令和　8年度当初予算案を全会一致で承認しました。

　全議員13人を委員とする令和8年度予算特別委員会が設置され、３月11日から５日間にわたり予
算審査を行いました。
　今回の審査では、決算審査における議会からの要望事項が、新年度予算（案）および行政施策な
どに反映されているのかといった点を中心に審査を行いました。
　ここでは各委員から出された多くの指摘事項のうち主な意見を掲載します。

安全・安心 主な
事業

公共施設管理、防犯、
消防・防災、情報通信　など

総 務 費　18億2,032万円 衛 生 費　10億2,356万円

福祉・教育 主な
事業

高齢者福祉・障がい者福祉、
児童福祉、学校教育　など

民 生 費　32億4,311万円 教 育 費　10億19万円

電気自動車の電気自動車の
充電料金は充電料金は

黄福タクシーの黄福タクシーの
乗車料は乗車料は

NPO法人についてNPO法人について
職員研修の実施を職員研修の実施を

体育館への体育館への
エアコン設置の計画はエアコン設置の計画は

岡山中央総合情報岡山中央総合情報
公社の現状は公社の現状は

住民サービスの住民サービスの
維持・継続を維持・継続を

小林委員

山本宏治委員

江原委員

板垣委員

山本資委員

大天委員

本庁舎駐車場に設置している電
気自動車の充電料金を無料から
適正価格へ。

黄福タクシーの乗車料金の方向性
を検討されたい。

組織のスリム化をして、筋肉質な
財政運営を目指した公社運営を
求める。

小規模多機能自治を中心として
地域、住民、議会が協議を進めて
は。

町の事業にNPO法人の利用が増
えているので、NPO法人を理解
するための職員研修が必要では。

本年度のエアコンの設置は、中学
校1校だが、すべての学校・学園へ
の設置を求める。

	 一般会計	 107億1,588万円	（前年度比4.8%減）
	 12特別会計	 49億1,689万円	
	公営企業会計	 19億4,753万円	（前年度比6.7%増）

特別会計から１会計が一般会計に移行したため、今期は前年度との比較は掲載していません。

予算特別委員会
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総務費
182,032
17.0％

民生費
324,311
30.2％

教育費
100,019
9.3％

土木費
108,251
10.1％

衛生費
102,356
9.6％

農林水産業費
68,367
6.4％

消防費
32,449
3.0％

議会費
9,245
0.9％

その他
20,626
1.9％

公債費
122,318
11.4％

災害復旧費
1,614
0.2％

一般会計
歳出総額

107億1,588万円 

国庫支出金
84,721
7.9％

県支出金
62,683
5.8％

地方譲与税
21,418
2％

地方消費税交付金
33,620
3.1％

その他②
10,301
1.0％

分担金および負担金
11,516
1.1％

諸収入
26,293
2.5％

使用料および手数料
6,712
0.6％その他①

25,812
2.4％

町税
161,016
15.0％

繰入金
66,886
6.2％一般会計

歳入総額
107億1,588万円 

町債
60,610
5.7％

地方交付税
500,000
46.7％

自主財源 27.8%

依
存

財
源 72.2%

令和８年度美咲町歳入歳出当初予算
（単位：万円）

※端数処理（四捨五入）により合計が一致しない場合があります。

以上のような審議を経て、美咲町議会は令和　8年度当初予算案を全会一致で承認しました。

特別会計・水道事業会計 主な
事業

みさきネット、国民健康保険、
介護保険、上・下水道　など

特別会計事業　49億1,689万円 公営企業会計事業　19億4,753万円

産業・建設 主な
事業

農林業振興、道路整備、観光、
災害復旧、企業誘致　など

農林水産業費　6億8,367万円 土 木 費　10億8,251万円

町の財政状況の町の財政状況の
周知を周知を

ふるさと納税のふるさと納税の
運用は運用は

宅地造成後の宅地造成後の
積極的な販売を積極的な販売を

松島委員

延原委員

松田委員

地域からの要望は多いが、予算減
少を町民に周知するべきでは。

ふるさと納税を一般会計の財源
にすることは、不確実性を生む。
有効かつ慎重な運用を求める。

分譲地は作った以上、必ず完売す
るという前提での対応を求める。

安価な集合住宅の安価な集合住宅の
建設を建設を

左居委員

公営住宅が利用しにくくなってい
る。ひとり親家庭や若者などに安
価なアパートを。

藤井委員

福祉施設は官民とも経営状況が
厳しい。健全運営に努めるよう
に。

高齢者福祉施設の高齢者福祉施設の
健全運営を健全運営を

［町債］事業の財源に充てるため国
などから借りたお金
［国・県支出金］町が行う事業に対
して国・県から補助されるお金
［地方交付税］町の財政力に応じて
国から交付されるお金
［民生費］児童・障がい者・高齢者
福祉などの社会保障経費
［総務費］公共施設管理、国際交流、
交通安全対策などの経費
［教育費］小・中学校、公民館、図
書館、生涯学習を推進するための経
費
［公債費］事業を行うときに借りた
お金の返済金

財政用語【解説】
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学校体育館に空調整備

条
　
　
例

令和８年３月２日～３月１９日まで定例議会が招集され、　一般会計当初予算107億1，5８8万円など５７件の議案が議決されました。

農業機械導入を支援新しい分譲宅地を整備

　若者定住施策を充実させるため、飯岡、書副、
垪和、川西地区などへ新しい分譲宅地を合計20
区画程度造成する。
〔用地取得造成費　6,021万円〕

小学校の給食費を無償化

　中央中学校体育館に空調設備を整備するもの
で、学校施設の環境改善を順次進めていく。

〔学校管理費　7,064万円〕

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

　

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
実
施
に
あ

た
り
、設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
。

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
実
施

に
あ
た
り
、
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
。

学
校
給
食
費
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

公
会
計
化
に
伴
い
学
校
給
食
費
に
関

す
る
条
例
を
制
定
す
る
。

特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
の
廃
止
に
伴
い
条
例
を
改
正
す
る
。

火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

津
山
圏
域
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例

の
改
正
に
伴
い
条
例
を
改
正
す
る
。

　国の政策により小学校課程の学校給食食材費
を無償とするために従来の保護者負担分を予算
化する。
〔学校給食費　6,135万円〕

　稲作農業を支援するために農業機械導入およ
び農業機械修繕にかかる経費の一部に補助金を
交付する。
〔農業振興費　3,700万円〕

地域経済活性化に向けて 産業団地や宅地造成に着手

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

町
政
を
問
う
一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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表
　
　
　
彰

人
　
　
　
事

契
　
　
約

令和８年３月２日～３月１９日まで定例議会が招集され、　一般会計当初予算107億1，5８8万円など５７件の議案が議決されました。

3月議会
でこんなことが
決まりました

新たな産業団地を整備美咲町こども笑顔手当

　令和８年度から錦織地内に約５.７ｈａの用地を
確保して新たな産業団地を整備するもので令和
14年度の完成を目指す。
〔産業団地費　1億1,000万円〕

　０歳～高校生年代までの児童手当支給対象の
子どもに１人あたり１万円の美咲町こども笑顔手
当を支給する。
〔こども笑顔手当費　1,815万円〕

◎�

契
約
の
提
案
が
あ
り
審
議
の
結
果
、全

会
一
致
で
承
認
し
た
。

【
財
産
の
取
得
】

◇�

塵
芥
収
集
用
ト
ラ
ッ
ク（
１
台
）（
購

入
）

　
　

�

㈱
亀
甲
マ
イ
カ
ー
セ
ン
タ
ー
（
美

咲
町
）

�

８
８
９
万
８
，０
８
０
円（
税
込
）

【
財
産
の
譲
渡
】

◇
旧
美
咲
町
役
場
第
１
分
庁
舎（
売
却
）

　
　

㈱
Ｐ
Ｉ
Ｃ（
美
咲
町
）

�

８
０
０
万
円

◇�

旧
柵
原
西
小
学
校
屋
内
運
動
場（
売

却
）

　
　

�

㈱
岡
山
レ
ス
キ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス

（
津
山
市
）

�

１
２
８
万
６
，８
０
０
円

◎�

固
定
資
産
審
査
評
価
委
員
会
委
員
の
選

任
が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
同
意
し
た
。

任
期
は
令
和
11
年
５
月
12
日
ま
で
の
３

年
間
。

◇
美
咲
町
東
垪
和�

片
山
一
生
氏（
新
任
）

◇
美
咲
町
打
穴
里�

國
宗　

順
氏（
新
任
）

◇
美
咲
町
久
木�

畑
尾
周
一
氏（
新
任
）

指
定
管
理

◎�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
全
会
一
致
で
承

認
し
た
。

◇�

大
垪
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定

管
理
者
の
名
称
変
更

�

大
垪
和
多
機
能
自
治
協
議
会

◇�

飯
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
事

項
の
変
更

�

飯
岡
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

計
画
策
定

◎�

各
種
計
画
策
定
が
提
案
さ
れ
審
議
の
結

果
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

◇�

第
４
次
美
咲
町
振
興
計
画（
令
和
８
年
度

か
ら
令
和
12
年
度
）

◇�

美
咲
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村

計
画（
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
）

地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力

　

議
員
活
動
を
通
じ
て
多
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
進
展
に
尽
く
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
美
咲
町
議
会
か
ら
松
島
啓

議
員
が
受
賞
し
ま
し
た
。

♦
岡
山
県
町
村
議
会
議
長
会

　

�

自
治
功
労
者
表
彰（
町
村
議
会
議
員
と
し

て
20
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
者
）

　

松
島　
　

啓
議
員

地域経済活性化に向けて 産業団地や宅地造成に着手

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

町
政
を
問
う
一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告



総務・産業常任委員会からの報告
総務・産業常任委員会は、総務課、理財課、地域みらい課、くらし安全課、税務課、上下水道課、産業観光課、
建設課、みさき共創室、各総合支所地域振興課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／左居喜次　副委員長／山本　資　委員／江原一夫、大天嘉行、延原正憲、松田英二、山本宏治の7人で
審査しています。

【理財課】
町有財産の売却

【税務課】
子育て財源を新たに追加

【みさき共創室】
ふるさと納税の増加

【建設課】
残土処理場の整備計画

【地域みらい課】
分譲宅地の造成事業

【くらし安全課】
林野火災を防ぐために

　３月１０日、総務産業常任委員会では飯

岡コミュニティーセンターの工事進捗状

況を確認した。

　工期も大詰めを迎え作業員が一意専心

奮闘されている。

（飯岡地内）

問 �未利用となっている町有財産
の活用について進展した案
件はあるのか。
旧役場第１分庁舎と旧柵原西
小学校体育館の土地・建物
の売却が決定した。

答

問 �頻発する林野火災を予防す
るために関係法令の改正が
行われたがその内容は。
林野火災注意報発令時には火
の使用を自粛。林野火災警報
発令時には火の使用は禁止。

答

問 �令和８年度から国保税にも子
育て財源が上乗せされるが
金額は確定しているのか。
国においてまだ詳細な金額が
決定していない。数百円程度
増加することが見込まれる。

答

問 �ふるさと納税の寄付額が大
幅に増額しているようだが金
額見込みは。
２月末時点での寄付額は１億５,
３５６万９,０００円となり、これま
でで一番多い寄付額になった。

答

問 �宅地造成経営戦略を策定し
ているようだがどのような内
容なのか。
分譲宅地の販売に際して公営
企業会計に基づく適正管理戦
略を定める。

答

問 �残土処理場の整備予算が減
額されているが事業の計画
はどこまで進んでいるのか。
町内２カ所で整備を予定し測
量を進めており令和１０年度
の使用を見込んでいる。

答

10美咲町議会だより  No.84  ＜2026.5＞

委 員 会 の活動

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

町
政
を
問
う
一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告



11 みさき

民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民生活課、保険年金課、健康推進課、福祉しあわせ課、こども笑顔課、教育総
務課、生涯学習課、各総合支所地域振興課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／小林達夫　副委員長／藤井智江　委員／三船博之、矢吹一郎、板垣正寿、松島　啓の6人で審査して
います。

【住民生活課】
特別会計の廃止

【保険年金課】
通いの場開設費を減額

【こども笑顔課】
こども笑顔手当

【教育総務課】
こども誰でも通園制度

【健康推進課】
こども家庭センターの役割

【福祉しあわせ課】
指定管理業務の内容変更

　３月６日、民生教育常任委員会では、吉

ヶ原にあるデイサービスセンターかしの

き荘の現地視察を行った。

　高齢者福祉施設の現状を確認した。

（吉ヶ原地内）

問 �住宅新築資金等貸付事業の
特別会計を廃止するが、残る
債権の回収はどうなるのか。
債権の回収を行うために特別
会計を残していた。今後は一
般会計の中で回収を進める。

答

問 �１２月議会で議決された指定
管理業務の指定内容が変更
されるのはなぜなのか。
デイサービスセンターかしの
き荘が３月末で休止するため
に指定内容を変更する。

答

問 �通いの場開設に関連する介
護予防地域活性化事業費が
減額されているのはなぜか。
４カ所の通いの場開設を見込
んでいたが地域からの要望が
なかったため減額した。

答

問 �新規に取り組む「こども笑顔
手当」を支給する対象者は何
人を想定しているのか。
児童手当受給対象者に１人あ
たり１万円を支給するもので、
約１,６００人を想定している。

答

問 �令和８年度から設置される
「こども家庭センター」の役
割はどのようになるのか。
妊娠期および乳幼児から１８歳
までの子どもとその家庭を対
象に一体的な相談支援を行う。

答

問 �４月から全国で実施される通
称：こども誰でも通園制度は
どのような内容なのか。
保育園に通っていない６カ月
から３歳未満の子どもを月１０
時間まで保育園に預けられる。

答

定
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広報・広聴常任委員会からの報告
広報・広聴常任委員会は、町民の皆さんに議会の活動をお知らせし、議会に対する理解を深めてもらう活動
を担当しています。
委員長／板垣正寿　副委員長／松田英二　委員／江原一夫、三船博之、山本　資、藤井智江の6人で運営し
ています。

委 員 会 の活動

出前議会で皆さまからお寄せいただいたご意見は、議会内で共有し、
調査研究を重ね、政策提言へとつなげていきます。

ご意見に対する回答は後日各団体にお知らせしています。

　１月31日、安井自治会の出前議会が安井公会堂にて開催されまし
た。安井自治会からの参加者は12人、議会からは８人の議員が出席し
ました。

出前議会  安井自治会

● 少子化対策についてどう考えるか。
● 火災予防として野焼きなどの際にジェットシューターがほしい。
● 道路や橋、水道管などのインフラ点検の結果報告はできているか。
● 民生・児童委員、愛育委員、栄養委員のなり手不足対策は。

こんな意見がありました

　２月14日、大垪和多機能自治協議会の出前議会が大垪和ふれあいプラ
ザで開催されました。大垪和多機能自治協議会からの参加者は18人、議
会からは９人の議員が出席しました。

出前議会  大垪和多機能自治協議会

● 消防団の運営について出動管理システム（DX）の導入ができないか。
● 棚田の存続が危ぶまれている。農業支援策はないか。
● 空き家の持ち主に対する指導を積極的に行うべきではないか。
● 自治会や老人会などの役員の担い手不足に困っている。支援策はないか。

こんな意見がありました

　２月18日、尾崎高山自治会の出前議会が柵原集会所で開催されまし
た。尾崎高山自治会からの参加者は11人、議会からは３人の議員が出席
しました。

出前議会  尾崎高山自治会

● 柵原西小学校の跡地はどうなるのか。
● 町道沿いの支障木・危険木・倒木・落ち葉などの処分方法を考えてほしい。
● 物価高対策としての水道基本料金への補助は平等性に欠けるのではないか。
● スクールバスを昼間の時間帯に住民の交通手段として使用できないか。

こんな意見がありました
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【提供：国土交通省HP】

問　
令
和
８
年
度
行
政

執
行
の
方
向
性
は
。

答
青
野
町
長

　

令
和
８
年
度
は
各

地
域
の
活
性
化
に
向
け
て

大
規
模
事
業
の
幕
開
け
の

年
と
し
、
町
の
均
衡
あ
る

発
展
に
取
り
組
む
。

問　
中
央
地
域
の
産
業

団
地
整
備
に
つ
い
て
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

問
う
。

答
米
本
産
業
観
光
課
長

　

令
和
４
年
度
の
適

地
調
査
の
結
果
、
錦
織
地

区
が
最
適
地
で
あ
る
と
判

断
し
た
。

　

令
和
８
年
度
に
は
測
量
、

地
質
調
査
、
詳
細
設
計
を

進
め
、
関
係
機
関
へ
の
申

請
手
続
き
終
了
後
、
用
地

買
収
を
開
始
し
令
和
14
年

度
の
分
譲
開
始
を
目
指
す
。

問　
柵
原
地
域
の
美
作

岡
山
道
路
開
通
に
よ

る
地
域
産
業
の
発
展
に
つ

い
て
所
見
を
問
う
。

答
神
坂
柵
原
総
合
支
所
長

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
誕
生
は
、
町
の
東
の
玄

関
口
と
し
て
通
勤
、
通
学

圏
の
拡
大
、
物
流
の
利
便

性
向
上
に
よ
る
産
業
振
興

な
ど
、
多
く
の
利
活
用
が

期
待
さ
れ
る
。

問　
旭
地
域
の
旭
川
ダ

ム
再
整
備
に
関
連
し

た
地
域
活
性
化
は
図
れ
な

い
か
。

答
大
釜
旭
総
合
支
所
長

　

旭
地
域
の
防
災
機

能
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

旭
地
域
の
活
性
化
に
資
す

る
対
策
を
国
へ
要
望
し
て

い
く
。

山
本
宏
治（
や
ま
も
と  

こ
う
じ
）議
員

令和８年度行政執行の方向性は
町の均衡ある発展に取り組む

動
画

問問う

町政町政をを問問うう 一般質問は町民を代表し
町長・教育長などに
町の方針や施策を問います。

山本  宏治
◎ 令和８年度行政執行の方向性は

延原  正憲
◎ 防犯機能付き電話の普及促進を

 旧片鉄車両の動態保存を図れ

小林  達夫
◎ 災害時のエネルギー確保は

左居  喜次
◎ 高齢者施設のサービス水準維持を

江原  一夫
◎ 農業機械に対する支援策は

大天  嘉行
◎ 小規模多機能自治の活性化策は

山本  　資
◎ 道路台帳の整備は進んでいるか

 橋梁点検結果の周知を

P13

P14

P14

P15

P15

P16

P16

藤井  智江
◎ 加齢性難聴補聴器の補助が必要

 学園・学校の充実を
 町政の情報周知、町政への住民参画は十分か

矢吹  一郎
◎ 国土強靭化地域計画の更新は

 地方創生に関して美咲町の取り組みは

板垣  正寿
◎ 新しいまちづくりのビジョンは

 指定管理者制度の今後の方針は

三船  博之
◎ 公共施設にAEDを設置できないか

松田  英二
◎ 令和８年度の予算編成方針は

松島  　啓
◎ 若者が活躍できる施策展開を

P17

P17

P18

P18

P19

P19

議
会
だ
よ
り
に
は
1
問
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
議
員
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
誌
面
の
Q
R
も
し
く
は
美
咲
町

Yo
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
確
認
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

旭川ダム再整備計画

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

町
政
を
問
う
一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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防犯機能付き電話の普及促進を

問　
特
殊
詐
欺
に
よ
る

被
害
は
年
々
増
加
し
、

手
口
も
巧
妙
化
し
て
お
り

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
高
齢
者
世
帯
が
防
犯
機

能
付
き
電
話
機
を
購
入
す

る
補
助
制
度
の
利
用
実
績

は
非
常
に
少
な
い
。

　
こ
の
制
度
の
周
知
を
強

化
す
る
と
共
に
町
内
事
業

者
か
ら
の
購
入
条
件
を
撤

廃
し
て
、
防
犯
機
能
付
き

電
話
機
の
普
及
促
進
を
図

っ
て
は
ど
う
か
。

答
青
野
町
長

　

町
民
の
貴
重
な
財

産
と
平
穏
な
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
は
、
行
政
の
最
重

要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

高
齢
者
世
帯
を
狙
っ
た

特
殊
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
に

は
防
犯
機
能
付
き
電
話
機

の
購
入
促
進
が
必
要
で
あ

り
、
町
内
を
限
定
し
た
購

入
先
の
制
限
は
見
直
す
。

答
水
島
く
ら
し
安
全
課
長

　

下
の
表
は
補
助
制

度
の
実
績
、
グ
ラ
フ
は
県

内
の
被
害
額
の
推
移
で
あ

り
令
和
７
年
は
急
増
し
た
。

　

こ
の
補
助
制
度
の
見
直

し
は
、
本
年
４
月
１
日
を

予
定
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
美
咲
警
察
署

を
中
心
に
防
犯
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
安
全
・
安
心

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
皆
さ
ま

と
協
力
し
、
町
内
で
の
特

殊
詐
欺
被
害
ゼ
ロ
を
目
指

し
た
抑
止
対
策
を
推
進
す

る
。

購入補助条件を見直しする
延
原
正
憲（
の
ぶ
は
ら  

ま
さ
の
り
）議
員

動
画問問う

災害時の燃料確保を

災害時のエネルギー確保は

問　
災
害
時
の
避
難
所

の
電
源
や
燃
料
供
給

強
靱
化
の
準
備
状
況
、
避

難
所
で
使
用
す
る
学
校
体

育
館
の
停
電
時
へ
の
対
応

は
。答

青
野
町
長

　

災
害
発
生
時
に
は

燃
料
供
給
が
止
ま
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
自
家
発

電
を
備
え
る
給
油
所
と
の

協
定
締
結
に
向
け
調
整
し

て
い
く
。

答
水
島
く
ら
し
安
全
課
長

　

燃
料
供
給
体
制
の

構
築
が
課
題
だ
が
公
的
支

援
に
は
限
界
が
あ
る
。
３

日
分
の
食
料
、
生
活
物
資

の
備
蓄
に
加
え
燃
料
確
保

も
普
及
啓
発
を
し
て
い
く
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　

柵
原
学
園
の
み
発

電
設
備
を
備
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
体
育
館
は
防

災
担
当
課
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
。

問　
他
の
町
村
を
参
考

に
良
い
と
こ
ろ
を
取

り
入
れ
官
民
で
訓
練
を
す

る
考
え
は
。

　
柵
原
学
園
以
外
の
施
設

の
今
後
の
整
備
計
画
は
。

答
水
島
く
ら
し
安
全
課
長

　

警
察
、
消
防
、
消

防
団
、
民
間
と
共
に
役
割

分
担
を
確
認
し
災
害
対
応

能
力
向
上
を
図
っ
て
行
く
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　

他
の
学
校
施
設
に

つ
い
て
は
、
国
の
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
順
次
整
備

し
て
い
く
。

防災協定締結に向け調整する
小
林
達
夫（
こ
ば
や
し  

た
つ
お
）議
員

動
画

問問う

特殊詐欺等被害防止対策機器設置事業補助金交付実績表
年　度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

件　数 17件 16件 18件 19件 12件

補助額 156,000円 163,000円 177,000円 189,000円 119,000円

岡山県内における特殊詐欺被害額

15.20

6.326.08
3.163.28

3年 7年

2.4倍増被害額（億円）

6年5年4年令和

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

町
政
を
問
う
一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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安心できる生活を

高齢者施設のサービス水準維持を

問　
町
内
の
高
齢
者
福

祉
施
設
で
は
、
利
用

者
の
増
加
や
要
介
護
度
の

重
度
化
、
人
材
不
足
、
物

価
高
騰
な
ど
に
よ
っ
て
運

営
が
難
し
く
な
り
、
サ
ー

ビ
ス
水
準
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
。

　
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

認
識
し
、
支
援
方
針
を
持

っ
て
い
る
の
か
。

　
特
に
、
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
現
状
、
人
材
確
保
策
に

つ
い
て
町
の
見
解
を
問
う
。

答
青
野
町
長

　

国
が
昨
年
公
表
し

た
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、

福
祉
・
介
護
施
設
の
約
4

割
が
赤
字
経
営
と
い
う
深

刻
な
状
況
に
あ
る
。
町
内

施
設
も
物
価
高
騰
や
人
材

不
足
が
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

維
持
を
脅
か
し
、
極
め
て

深
刻
な
状
況
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

町
は
食
材
費
・
光
熱
費

を
支
援
す
る
運
営
支
援
金

を
4
月
と
1
月
に
交
付
し
、

国
へ
介
護
報
酬
改
定
に
つ

い
て
要
望
し
た
。

　

人
材
確
保
で
は
、
国
が

進
め
る
賃
上
げ
や
職
場
環

境
の
改
善
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
機
器
の
導
入
な
ど
、

各
事
業
所
と
共
に
町
と
し

て
可
能
な
限
り
の
支
援
を

推
進
し
て
い
く
。

　

今
後
は
、
事
業
所
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
利
用

者
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
。

問　
担
い
手
不
足
な
ど

に
よ
り
、
農
業
離
れ

が
全
国
的
に
進
ん
で
い
る
。

　
今
後
、
少
し
で
も
農
業

離
れ
を
防
ぐ
目
的
と
し
て
、

高
額
な
機
械
の
購
入
や
修

繕
費
に
対
し
て
対
象
者
、

要
件
な
ど
の
支
援
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
青
野
町
長

　

町
で
は
新
た
な
補

助
金
制
度
と
し
て
、
農
業

機
械
導
入
支
援
と
農
業
機

械
修
繕
支
援
を
、
令
和
８

年
度
当
初
予
算
案
に
提
案

し
て
い
る
。

答
米
本
産
業
観
光
課
長

　

稲
作
農
業
機
械
導

入
支
援
事
業
補
助
金
の
補

助
対
象
者
は
、
申
請
年
度

に
営
農
計
画
書
を
提
出
し

て
い
る
認
定
農
業
者
、
認

定
新
規
就
農
者
ま
た
は
集

落
営
農
組
織
、
町
内
農
地

で
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

稲
作
経
営
を
行
う
農
業
者
、

ま
た
は
農
業
団
体
と
し
て

い
る
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
購
入

に
対
し
１
台
１
０
０
万
円

以
上
の
農
業
機
械
が
対
象

で
補
助
金
額
は
50
万
円
。

（
３
年
間
で
１
回
の
み
）

　

農
業
機
械
修
繕
支
援
事

業
補
助
金
は
、
令
和
８
年

度
営
農
計
画
書
を
提
出
し
、

町
内
農
地
で
稲
作
経
営
を

行
う
農
業
者
ま
た
は
農
業

団
体
が
対
象
。
補
助
金
額

の
上
限
は
５
万
円
で
事
業

期
間
に
つ
い
て
は
令
和
８

年
度
の
み
の
実
施
と
な
る
。

可能な限りの支援を推進する 左
居
喜
次（
さ
こ  

よ
し
つ
ぐ
）議
員

江
原
一
夫（
え
ば
ら  

か
ず
お
）議
員

動
画 問問う

農業機械に対する支援策は
令和８年度予算で新たな制度導入

動
画

問問う

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

町
政
を
問
う
一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告



16美咲町議会だより  No.84  ＜2026.5＞

小規模多機能自治の活性化策は

問　
小
規
模
多
機
能
自

治
を
推
進
し
て
い
る

が
、
各
地
区
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
よ
り
活
性

化
す
る
よ
う
な
支
援
は
あ

る
の
か
。

　
ま
た
、
各
地
区
の
集
会

所
な
ど
を
出
張
所
と
し
て

人
的
配
置
を
行
い
地
域
活

動
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な

施
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

活
動
内
容
を
一
層

充
実
さ
せ
る
た
め
、
集
落

支
援
員
制
度
の
活
用
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

答
平
総
務
課
長

　

職
員
を
各
集
会
所

な
ど
に
配
置
す
る
こ
と
は

人
的
資
源
や
設
備
の
面
で

課
題
が
多
い
。

　

職
員
が
積
極
的
に
地
域

に
出
向
い
て
事
業
を
説
明

し
、
地
域
住
民
の
意
見
を

聞
く
活
動
を
継
続
す
る
。

問　
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
や
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
な
ど

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た

か
。答

米
本
産
業
観
光
課
長

　

交
付
金
の
事
業
に

関
す
る
調
査
結
果
で
は
、

事
務
委
託
の
希
望
は
30
～

50
％
で
あ
る
が
、
事
務
委

託
経
費
を
負
担
す
る
の
は

極
め
て
困
難
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

　

広
域
的
な
事
務
委
託
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
研
究
し
、
今
後
の
対

応
策
を
模
索
し
て
い
く
。

集落支援員の活用を検討する
大
天
嘉
行（
だ
い
て
ん  

よ
し
ゆ
き
）議
員

動
画問問う

町民のための道路へ

コミュニティ活動の活性化を

道路台帳の整備は進んでいるか

問　
昭
和
60
年
代
初
頭

か
ら
、
道
路
台
帳
整

備
が
行
わ
れ
、
幾
度
も
議

案
と
し
て
路
線
の
認
定
・

廃
止
が
提
案
さ
れ
て
き
た
。

　
今
後
、
道
路
線
認
定
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
か
。

答
林
田
建
設
課
長

　

本
町
の
道
路
台
帳

整
備
は
、
昭
和
60
年
～
61

年
に
か
け
各
地
域
に
お
い

て
道
路
の
認
定
お
よ
び
区

域
の
決
定
が
行
わ
れ
て
き

た
。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
時

点
、
町
道
の
総
延
長
は
お

よ
そ
１
，０
３
６
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
路
線
数
は
１
，９
８

９
路
線
で
あ
る
。

　

地
元
要
望
な
ど
に
基
づ

く
道
路
の
新
設
や
改
良
工

事
の
完
了
後
、
実
地
調
査

を
行
い
、
新
規
の
路
線
認

定
、
あ
る
い
は
起
点
終
点

を
変
更
す
る
変
更
認
定
を

提
案
し
て
い
る
。

　

次
に
、
利
用
実
態
の
変

化
に
よ
り
通
行
が
困
難
と

な
っ
た
路
線
の
見
直
し
や
、

他
事
業
の
進
捗
に
伴
う
自

治
会
へ
の
管
理
移
管
な
ど

を
廃
止
路
線
と
し
て
提
案

し
て
い
る
。

　

現
在
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
道
路
台
帳
の
見
直
し
作

業
を
進
め
て
お
り
、
整
理

が
で
き
た
路
線
か
ら
順
次

認
定
・
変
更
・
廃
止
の
議

案
を
提
出
し
、
適
正
な
道

路
管
理
に
努
め
る
。

デジタル化による見直しを進める

山
本
資（
や
ま
も
と  

た
す
く
）議
員

動
画

問問う

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

町
政
を
問
う
一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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補聴器ほしいけど高いなぁ

加齢性難聴用補聴器の補助が必要

問　
加
齢
性
難
聴
用
補

聴
器
の
レ
ン
タ
ル
、

購
入
費
の
補
助
は
で
き
な

い
か
。

答
牧
野
保
険
年
金
課
長

　

県
内
で
は
独
自
の

購
入
補
助
を
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
り
、
目
的
や
効

果
お
よ
び
レ
ン
タ
ル
に
対

す
る
支
援
の
有
無
や
そ
の

効
果
に
つ
い
て
情
報
収
集

を
す
る
。

　

新
た
な
補
助
制
度
創
設

に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能

な
財
源
確
保
の
問
題
に
加

え
、
他
の
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
の
状
況
や
要
望
度
の
大

き
さ
、
緊
急
性
な
ど
総
合

的
に
判
断
す
る
。

　

介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
補
聴
器
に
つ
い
て

の
設
問
が
あ
り
、
結
果
の

分
析
、
効
果
的
か
つ
持
続

可
能
な
支
援
の
在
り
方
を

慎
重
に
検
討
す
る
。

問　
国
や
県
に
対
し
て

関
係
各
課
が
密
な
連

絡
を
取
る
な
ど
連
携
が
で

き
て
い
る
と
思
う
が
、
町

長
が
上
京
さ
れ
た
時
に
国

に
対
し
直
接
要
望
す
る
な

ど
の
方
策
は
な
い
の
か
。

答
牧
野
保
険
年
金
課
長

　

介
護
保
険
制
度
に

係
る
国
の
動
向
を
注
視
し
、

町
村
会
を
通
じ
て
国
へ
要

望
す
る
と
共
に
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
な
ど
精
査
し
、
補

助
制
度
の
必
要
性
や
内
容

を
慎
重
に
検
討
す
る
。

問　
国
は
令
和
８
年
度

か
ら
第
1
次
国
土
強

靭
化
実
施
中
期
計
画
を
実

施
す
る
。

　
新
た
な
本
町
の
地
域
計

画
の
概
要
と
、
本
年
度
実

施
予
定
の
強
靱
化
に
関
連

し
た
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

答
青
野
町
長

　

国
の
第
1
次
国
土

強
靭
化
実
施
中
期
計
画
に

合
わ
せ
て
「
強
さ
と
し
な

や
か
さ
」を
備
え
た
安
全
・

安
心
な
地
域
を
構
築
す
る

た
め
、
町
独
自
の
災
害
リ

ス
ク
を
検
証
し
、
70
事
業

の
個
別
施
策
分
野
の
推
進

計
画
を
設
定
し
て
い
る
。

答
水
島
く
ら
し
安
全
課
長

　

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
更
新
事
業
、
避
難
所

防
災
備
蓄
品
整
備
事
業
を

実
施
す
る
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　

避
難
所
指
定
箇
所

の
学
校
体
育
館
に
空
調
を

順
次
整
備
予
定
で
あ
る
。

答
林
田
建
設
課
長

　

緊
急
自
然
災
害
防

止
対
策
事
業
債
を
活
用
し

河
川
、
道
路
分
野
の
整
備

を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

答
牧
野
上
下
水
道
課
長

　

水
道
施
設
更
新
事

業
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

問　
災
害
時
に
避
難
要

支
援
者
の
情
報
を
地

図
デ
ー
タ
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
で
、
緊
急
時
に
迅
速

に
対
応
す
る
環
境
整
備
は

で
き
な
い
か
。

答
水
島
く
ら
し
安
全
課
長

　

関
係
機
関
と
協
議

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

支援のあり方を慎重に検討する 藤
井
智
江（
ふ
じ
い  

と
も
え
）議
員

矢
吹
一
郎（
や
ぶ
き  

い
ち
ろ
う
）議
員

動
画 問問う

国土強靭化地域計画の更新は
幅広い強靱化を推進していく

動
画

問問う

５施策グループ別の事業規模

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

町
政
を
問
う
一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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いざと言うときAED

新しいまちづくりのビジョンは

問　
義
務
教
育
学
校
の

建
設
に
よ
り
、
学
校

に
通
い
や
す
い
土
地
へ
の

居
住
を
求
め
る
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
今

後
の
分
譲
地
の
整
備
に
つ

い
て
問
う
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

令
和
８
年
度
の
分

譲
地
整
備
は
、
垪
和
地
区
、

川
西
地
区
、書
副
地
区
、飯

岡
地
区
の
４
カ
所
を
計
画

し
て
い
る
。
若
者
、
子
育

て
世
代
が
希
望
す
る
住
ま

い
を
確
保
で
き
る
よ
う
計

画
を
進
め
て
い
く
。

問　
町
の
地
域
公
共
交

通
の
要
で
あ
る
亀
甲

駅
周
辺
を
起
点
と
し
た
町

の
発
展
を
目
指
す
施
策
は

あ
る
か
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

行
政
主
導
で
は
な

く
、
地
域
住
民
を
含
め
た

官
民
連
携
の
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
方
針
を
決
め

て
い
く
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問　
公
共
施
設
の
集
約

化
に
よ
っ
て
跡
地
と

な
っ
た
場
所
の
今
後
の
方

針
は
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

原
則
と
し
て
旧
施

設
、
跡
地
に
つ
い
て
は
町

が
直
接
運
営
せ
ず
、
民
間

な
ど
に
よ
る
有
効
活
用
を

優
先
す
る
。そ
の
た
め
、民

間
事
業
者
か
ら
の
意
見
や

提
案
を
聞
く
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
を
順
次
実
施
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
き
活
用

を
進
め
て
い
く
。

地域住民と官民連携で進めていく
板
垣
正
寿（
い
た
が
き  

ま
さ
と
し
）議
員

動
画問問う

公共施設にＡＥＤを設置できないか

問　
心
臓
の
突
然
停
止

が
原
因
で
６
分
に
１

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て

い
る
。

　
救
急
車
到
着
平
均
所
要

時
間
は
、
津
山
圏
域
消
防

組
合
管
内
で
は
、
10
分
27

秒
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の

間
の
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
よ
っ
て
の
救
命
活
動
は
、

必
須
で
あ
る
。

　
地
域
や
行
政
・
学
校
な

ど
で
、
救
命
活
動
の
講
習

会
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
全
て

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
で
き
な

い
か
。

答
水
島
く
ら
し
安
全
課
長

　

現
在
、
学
校
施
設

を
中
心
に
中
央
７
カ
所
・

旭
３
カ
所
・
柵
原
７
カ
所

の
施
設
と
、
消
防
団
や
町

営
バ
ス
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

し
て
い
る
。

　

講
習
会
は
、
役
場
内
で

は
、
防
災
の
日
に
あ
わ
せ

て
、
救
命
救
急
訓
練
を
実

施
し
、
地
域
で
は
自
治
会
、

自
主
防
災
組
織
や
各
種
団

体
が
、
消
防
団
や
防
災
士

の
指
導
の
も
と
、
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
習
得
に

努
め
て
い
る
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
や
心
肺
蘇

生
法
は
、
職
員
研
修
や
保

護
者
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
な

ど
の
場
で
、
救
命
救
急
訓

練
の
際
に
学
習
し
て
い
る
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

小
規
模
多
機
能
自

治
の
拠
点
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
は
じ
め
、
防
災
設
備
を

強
化
・
充
実
し
て
い
く
よ

う
進
め
る
。

多機能自治拠点にも設置を進める
三
船
博
之（
み
ふ
ね  

ひ
ろ
ゆ
き
）議
員

動
画

問問う

賢 く 挑 戦 す る ま ち

賢 く 収 縮 す る ま ち

地域共創の
まちづくり

こどもに
優しい

まちづくり

若者が
活躍する

まちづくり
定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

町
政
を
問
う
一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告



19 みさき

若者に選ばれる町へ

令和８年度の予算編成方針は

問　
令
和
８
年
度
の
予

算
編
成
基
本
方
針
は
。

　
昨
年
の
決
算
認
定
に
伴

う
議
会
か
ら
の
指
摘
事
項

や
直
面
す
る
物
価
高
対
策

は
予
算
編
成
に
反
映
さ
れ

た
の
か
。

答
青
野
町
長

　

合
併
20
周
年
を
終

え
、次
の
10
年
で
あ
る「
み

さ
き
新
時
代
」
の
幕
開
け

の
年
で
あ
る
。

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
賢
く
収
縮
す
る

取
り
組
み
は
継
続
す
る
が
、

こ
れ
ま
で
に
生
み
出
し
た

リ
ソ
ー
ス
を
新
時
代
に
向

け
て
反
転
攻
勢
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答
前
田
理
財
課
長

　

議
会
か
ら
の
指
摘

に
も
あ
る
中
・
長
期
的
な

健
全
財
政
を
進
め
る
た
め
、

選
択
と
集
中
の
視
点
で
予

算
を
編
成
し
て
い
る
。

　

物
価
高
対
策
は
、
子
育

て
世
帯
・
農
業
者
・
農
産

物
直
売
所
・
商
工
業
者
へ

の
助
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

問　
政
府
が
示
し
て
い

る
ガ
ソ
リ
ン
税
や
消

費
税
の
減
税
に
よ
っ
て
、

財
源
が
不
足
す
る
事
態
も

想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

答
前
田
理
財
課
長

　

国
の
既
存
制
度
の

改
廃
な
ど
に
十
分
留
意
し

た
予
算
執
行
を
通
達
し
て

い
る
。

　

国
・
県
の
動
向
を
注
視

し
て
事
業
を
執
行
す
る
。

問　
本
町
の
出
生
数
の

減
少
は
衝
撃
的
と
も

言
え
る
。

　
対
策
を
考
え
る
中
で
、

子
育
て
支
援
に
加
え
て
、

若
者
が
地
域
づ
く
り
に
積

極
的
に
参
画
で
き
る
施
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
昨
年
か
ら
開
催
し
て
い

る
「
若
者
夢
み
ら
い
会
議
」

の
中
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
や
先
進
地
視
察
も
取

り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
愛
知
県
新
城
市
の
若
者

議
会
、
神
奈
川
県
相
模
原

市
の
若
者
参
加
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
、
若
者
の
意
見

を
政
策
に
反
映
す
る
仕
組

み
と
制
度
化
を
考
え
て
は
。

答
青
野
町
長

　

本
町
の
出
生
数
は

令
和
６
年
が
39
人
、
令
和

７
年
が
38
人
と
極
め
て
深

刻
で
あ
る
。
従
来
の
子
育

て
支
援
を
超
え
、
若
者
が

自
ら
町
で
生
活
し
た
い
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の

転
換
が
必
要
だ
。「
若
者
夢

み
ら
い
会
議
」
を
発
展
さ

せ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス

に
反
映
す
る
取
り
組
み
を

進
め
る
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

「
若
者
夢
み
ら
い

会
議
」
で
提
案
さ
れ
た
定

住
・
移
住
促
進
に
つ
な
が

る
ア
イ
デ
ア
を
第
4
次
振

興
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

　
「
若
者
夢
み
ら
い
会
議
」

を
若
者
が
自
ら
参
画
・
実

行
で
き
る
場
と
し
て
継
続

す
る
に
は
、
本
町
独
自
の

制
度
化
も
必
要
で
あ
る
。

みさき新時代への反転攻勢 松
田
英
二（
ま
つ
だ  

え
い
じ
）議
員

松
島
啓（
ま
つ
し
ま  

ひ
ろ
む
）議
員

動
画 問問う

若者が活躍できる施策展開を
制度化・事業化を考えたい

動
画

問問う

一般会計当初予算額の比較（歳入抜粋）　※青色は減額
項目 令和7年度 令和8年度 増減
町税 16億3,026万円 16億1,015万円 2,010万円2,010万円

地方譲与税 2億2,124万円 2億1,417万円 706万円706万円
地方消費税 3億2,133万円 3億3,620万円 1,487万円
地方交付税 50億円 50億円 0円
分担金・負担金 4億2,480万円 1億1,516万円 3億963万円3億963万円
国庫支出金 9億538万円 8億4,720万円 5,817万円5,817万円
県支出金 7億1,058万円 6億2,683万円 8,375万円8,375万円
寄附金 1億5,500万円 1億7,026万円 1,525万円
繰入金 6億2,296万円 6億6,886万円 4,590万円
町債 7億9,860万円 6億0,610万円 1億9,250万円1億9,250万円
合計 112億5,456万円 107億1,587万円 5億3,868万円5億3,868万円

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

町
政
を
問
う
一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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編
集
後
記

令和8年6月定例会の予定

　令和８年６月に予定されている美咲町議会定例会は
◆６月１日（月）開会～６月１２日（金）閉会の１２日間
◆一般質問は６月２日（火）～６月３日（水）の２日間

（なお、日程が変更される場合にはみさきテレビなどで
お知らせしていきます）

表紙の紹介

　４月８日（水）、美咲町立加美小学校で入学式が開催
されました。本年度は２６人の子どもたちが新１年生に
なりました。会場は新たな門出を祝う温かな雰囲気に
包まれていました。

議員研修
災害ボランティア養成講座

町村議会議員ハラスメント防止研修会

　令和８年３月２０日（金）、美咲町社会福祉協議会が主催する「災害ボランティア養成講座」があさひなた
多目的ホールで開催され多数の議員が参加しました。
　「有事の際の避難所でのボランティアの力」と題して日野ボランティア・ネットワークの山下弘彦氏から
講演をいただき、その後９グループに分かれて段ボールを使ったトイレやベッドの組み立てを体験し、改
めて地域の中におけるコミュニケーションの大切さを実感しました。

　令和８年２月１７日（火）、札幌学院大学非常勤講
師の吉田博氏を講師に迎えて「町村議会議員ハラ
スメント防止研修会」がオンラインで開催されま
した。
　「政治分野におけるハラスメント」「ハラスメント
の背景」「ハラスメント防止対策と対応」など実情
に即した対応で加害者にも被害者にもならない
ための心掛けが重要との認識を新たにしました。

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

町
政
を
問
う
一
般
質
問

委
員
会
の
報
告

そ
の
他
・
報
告
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みさキッズニュースポーツ体験事業 第3回

スポーツ名:ピックルボール

町民の皆さんこんにちは

このコーナーでは、現在美咲町が取り組んでいるニュースポーツについて
特集します。ニュースポーツとは、誰でも気軽に楽しめることを目的に考案
されたスポーツです。ルールがやさしいことや、子どもから高齢者、障がい
のある人もない人も楽しめることがニュースポーツの魅力。また、激しい
動きをしない競技が多いため、普段運動をしない人や運動が苦手な人に
もおすすめです。美咲町はニュースポーツの普及を目指しています。

参加対象は誰ですか
みさキッズあさひに通う旭学園１年生から
９年生です。小さい学年にはちょっと難しい
かな…でもそれなりに楽しめます。

どんな内容ですか
ピックルボールは、テニス、バドミントン、
卓球の要素を組み合わせたスポーツです。
バドミントンコートと同じ広さのコートで板
状のパドル(ラケット)を使い､穴のあいたプ
ラスチック製のボールを打ち合います。

どこで開催しましたか
あさひなたで開催しました。

活動で大切にしていることは何ですか
ニュースポーツは年齢や体力に関係なく、
誰でも楽しめるスポーツです。これにより
地域社会のつながりを深めることを大切
にしています。

運営は誰が行っていますか
美咲町スポーツ推進委員が運営を行って
います。

どんなところが特徴ですか
さまざまな人とランダムにペアを組んで
プレーするので、多くの人と友達になれる
社交的なスポーツです。
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美
咲
町
議
会
だ
よ
り

は
、
今
回
か
ら
誌
面
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
も
新
し
い
世

界
が
広
が
り
ま
す
。

　
慣
れ
た
世
界
を
後
に
し

て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
新
た
な
世
界
に
挑
戦
し

て
い
き
ま
す
。

　
美
咲
町
議
会
は
、「
み

さ
き
新
時
代
」に
向
け
て

の
第
４
次
美
咲
町
振
興

計
画
と
令
和
８
年
度
当

初
予
算
を
３
月
定
例
議

会
で
全
会
一致
で
承
認
し

ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

聞
き
、「
賢
く
収
縮
す
る
」

「
選
択
と
集
中
」そ
し
て

新
た
に「
若
者
に
選
ば
れ

る
町
」を
理
念
に
、
子
ど

も
た
ち
に
笑
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
持
続
可
能
な

町
づ
く
り
に
執
行
部
と
と

も
に
心
血
を
注
ぎ
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
。
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